
石

川

方

一一一一
口

ー

そ

の

分

布

と

区

画

|

石川方言

て

窓
え
が
き

L
調
査の
動
機と
記
述の
目
的

のか
調
査
地
点

&
調
査
方
法

=
、

言
語
の
分
布
紋
懸

L
音
韻を
主
と
し
て
1
稲
架、
漏
る、

守、
飲
ん
明、、
提
げて、一式っ
て

仏
ア
グ
セ
γ
ト
l=
音
節
名
詞
に
つ
い
て

内品
誇
黍|
分家、
親
類、
ツ
プ
ラ、
炊
事
場、
火
葬
場、.
鏡
餅、
お
手

玉、
さフ
ラ、
茸、
た
に
し、
め
だ
か、
牛、
摂
山、
蹄
る

4
語
法
的
なこ
と
1
自
称、
い
い
えハ
ち
が
うゾ、
あ
る
dd、

来剖刈

っ
た、
行っ
て

判討叶、
そ
う

寸廿叫刈、
居
ら
れ
ま
す
か、
さ
よ

な
ら

一
ニ
、

方
言
の
区
画

L
加
賀
と
能
登

み
加
賀

ω
その
ご
分

死
な
な
い
、

phコ
、
.p-
、

Jq
L
JI
 

担
L、

， 

.石

井

盛

隆

印
南
加
質

問
北
加
賀

&
能
登

m
そ
の
=
分

仰
口
能
登

同
奥
能
登

4
複
雑
な
能
登
島

ら
特
殊
な
地
点

ω
牛
首ハ
白
峰〉

削
海
士
(
輪
島
)

図、

あ
と
が
き

一

実
え
が
き

、ト
1

-
調
査の
動
機と
記
述の
目
的

方
言に
関
心
を
もっ
た
の
は、
言
語を
通
し
て
郷
土を
知
り
た
かっ
た
か
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ら
で
あ
ろ
う。

し

か
し
その
た
め
に

も

実
態を
知
る

必
要が
らっ
台 。

い
ま

こ
こ
で
は
分
布と
区
画を
主
とし
外の
と
と
は
余り
考
えて
い
ない。
体
系

を
な
ぎ
ない
点
も
多か
ろ
う

が 、
石
川
方
言の
大
体を
う
か
が
う
こ
と
が
出

来
る
で
あ
ろ
う
か

。

〈
旧
郷、

川
湖
な
ど
怠
要
で
あ
る
が
今
は
縞
れ
な
い
。

な
お
石
川
方
言
区
画
た

、

寺
西
七
郎
氏
が
十
数
年
前
企
図
準
備
さ
れ
れ
と

想

像
す
る
J2

調
査
地
点

石
川県は
次の
ご

カ

国 、
一二
市入
郡
、

一

七
七
町
村
か
ら
成
る
。

加
賀
金
沢
市
小
松
市
江
沼
郡(一
二
町
村〉
能
美
郡ハ一
四
町
村〉

石
川
郡つ
三一一
町
村)
河
北
郡ハ一
七
町
村〉

能
登
七
尾
市
羽
咋
郡(三
二
町
村)
鹿
島
郡(ニ
五
町
村)

鳳
至
郡ハ二
四
町
村
)

珠
洲
郡(
一

一

町
村
)

こ
の
内 、
調
査し
計
資
料何が
ない
か 、
ま
た
は
少い
地
点は
次の
六
郡の

三
入
町
村
で
あ
る 。

江
沼(
月
掛仲)
能
美ハ
湊
外一ニ)
石
川(
内
川
品川一
O〉

河
北ハ
浅
川
外
一
)

羽
咋・ハ
志 .
加
浦
外
四
〉

鹿
島ハ
相
馬
外
四
)

し
か
し
そ
の
他も
資
料が
充
分
だ
とい
うの
で
は
ない。
なお
調
査の
途

上
に
ある 。
未
調
査の
地
点が
石
川
郡
に
多い
の
は
地
域
差が
少い
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。

3
調
査
方
法

は
じめ
訪
れ
た
土
地で
項
目
も
立て
ずノ
ー
ト
して
い
た。
や
がて
東
出制

緩
先
生の
簡
約
方雪一回
手
帖 、
金
田一
泰
彦
氏のア
クセ
シ
ト

調
査
表を
利
用

さ
せて
貰っ
た。
その
問、
国
語研
究
所の
方々
か
ら
見、
えざる
指導を
う

け
た。
自
分で
も
調
査
表はつ
くっ
た 。
項
目は=
千か
ら五
十。
対
象は

北
陸 、
石
川 、
その
他。
ま
た
年
令 、
職
業な
ど 。

時には
言
語
構造、
言
語

変
化の一
部を
主
とし
た。
との
た
めデ
1
9

は
整一
た
もの
守
は
ない。

7& 

雪
組胞
の
分
布
獄
悠

-
音
韻を
主
とし
て

O

稲
知県 、

網
棚拭 。
ハ
サ
、

ハ
グ
、

ハ
ザ
とい
う 。

ハ
サ

加
賀
羽
咋
ハ
柏
崎、

末
森
か
ら
南)

ハ
グ

羽
咋(
末
森、

柏
崎
l

上
熊
野
)

鹿
島
ハ
AE
Y
崎
か
ら
南
〉

ハ
ザ

鹿
島
ハ
熊
木
か
ら

北
)

羽
咋(
上
熊
野
以
北
不
明
〉

鳳
至

。
漏
る。

ボル
ま

台
はプ
ル
と
もい
う

地点は 、

羽
咋(
富
来
か
ら

北
)

鹿
島ハ
熊
木

西
洋)

鳳
至(
大
都
分
〉

珠
洲ハ
西
海)

O
死
な
ない。
普通シ
ナ
y
とい
う

が 、
シ
ガ
y
ま
たはシ
マ
ン
といっ

て
も
よい
地
点が
あ
る。

シ
ガ
シ
加
賀ハ
金
沢
か
ら

南)

鹿
島
ハ余
喜
御
租
久
江
，

能
援
部

越
路

高
階

回
濁
浜

笠
師
保

熊
木

西
岸
〉

鳳
至(
剣
地

西

保

大
屋

輪
島

鵠
哨県

南
志
見

穴
水

三
井

鵜
川
)

珠

洲(
小
木〉

シ
マ
γ
洞
北(八
回
三
谷
七
塚)
羽
咋
ハ河
合
谷
北
斑
末
森

柏
崎

土
田
ハ
爾
浦

熊
野

東
槍
穏

西
海)

七
尾

鹿
島(
御

剖料

金
グ
崎

南
大
呑

北
大
呑
)

能
登
島

鳳
至(
住
吉

諸
橋

珠
洲



三
波

字
出
津

町
野

珠
洲(
西
海

鱒
烏
)

O
もい
だ。
モ
イダ
の
外
にモ
シ
ダ
、

ポ
V
タ
と
もい
う
地
点が
あ
る
。

奥
能
登の
ポヲ
タ
は
「
柿を
ポッ
タ」
「
機
関
車を
ボッ
タハは .すし

た
ど

と
使
う

か
ら
「
折
り
た
り
」

に
関
係
す
る
か
と
も
思
う

が 、
仮
に
こ
こ
に
お

J《、 。モ
イ
ダ
、

ム
イ
ダ
の
み
使
う。

江
沼

手
取
上
流
ハ
牛
首

谷
)

羽
咋(
柏
崎
|

土
問
〉

鹿
島
ハ
高
階
か
ら

南
V

モ
ゾ
ダ、
ム
ン
ダ
も
使
う。

加
賀(
江
沼、と
手
取上
流沿
除
く〉

羽
咋
ハ
末
森

北
悲
か
ら

南)

ポ
ヲ
夕
、

プ
ツ
夕
、も
使
う。

羽
咋(
穏
浦

上
熊
野
か
ら

北
)

M川
崎
か
ら

北
)

鳳
至

珠
洲

ボ
イダ
。

羽
咋ハ
堀
松
)

能登
島(
東
島
)

ボ
Y
ダ
。

鹿
島ハ
回
総
浜
)

能
登
島(
中
ノ
烏
)

吉
野

尾
口鹿

島
(
金

石川方言

O
担
い
で

。

意
味の
ズ
レ
は
あ
ろ
う

が 、

カ
タ
γ

デ
、

カ
ズ
イテ
の
外
に

カ
Yデ
を
使
う

処
が
ある。

カ
ザJ
デ
。

手
取
上
流

羽
咋〈
繭
浦

土
田
か
ら

北
)

鹿
島
ハ
高
階
か
ら

北 、

南
大
呑
u

七
尾
(
石
崎
V

鳳
至

珠
洲

O
飲
んで。
ノ
ン
ダ
の
外にノ
1 .F
た
もい
う

処。
ノ
1
ダ 。
手
取上
流

江
沼
(
大
型一
寺
)

小
松(
串

長
崎
)

羽
咋ハ
上
熊
野
か
ら

北〉

鹿
島

(
濁
斧〉

鳳
至(
剣
地
か
ら

北 、

輪
島
三
井
諸
橋
か
ら
西 、

町
野
〉

O
提
げて。

サ
Y

デ
、

サ
ゾ
テ。
羽
咋
(

加
茂
か
ら

北
)

鹿
島
ハ
能
援
部
の
周
辺
を
除

く
)

鳳
歪(
剣
地
|

鵠
築
の
凶作
浦
を
除
く

)

ハ

リJ

デ
、

ハ

y

テ
。

珠

洲

そ
の
他
サ
ネ
テ
(
兜
)、

サ
イ
デ
(
若
山
)、
ハ
ゲ
テ
ハ
珠
洲
の
西
海
〉、
ハ
ネ

テ
ハ
北
班
〉が
あ
る。

O
云っ
て。
ュ
1
テ
は
広
〈 、
ィ1
テ
は
狭い。

イ
1
テ
。

江
氾ハ
片
山
津
)

鹿
島〈
崎
山
)

能
登
島

鳳
至
ハ
誇
繍

波

字
出
掛仲

神
野

柳
田
)

珠
洲ハ
西
海
の
西
半
を
除
く
》

2ア
ク
セ
ン
ト

金
沢悶
市
北
部の
五
十
才ム口
男
子の
もの
は
次の
よ
うで
あっ
た。

ω
0
0
型、
飴
午
梅
柿
風口
竹庭
箱
鼻
人
筆
星
虫。

0
0
型、
鳥。

O
O
型、
水。

悶
O
O
型、
石
川梨
夏
橋冬
町
雪。

0
0
型 、

紙。

削
O
O
型 、

足
池
馬
親
革
靴
米
坂
島
月
花
豆
山。

0
0
型 、
犬
炭
耳
指。

ω
O
O
型 、

板
糸
帯
傘
肩
空
箸
舟
絵。

0
0
型、

海
針
表。

m
O
O
型 、
秋
朝
雨。

0
0
型 、
鶴
春。

0

0
型 、

亀。

0
0
型 、

鰹
猿。

ωの
O
O
型は
印
刷仰の
O
O
型と
同
形に
し
・ゃれ
が 、
ち
が
うと

思
う 。

ω

の
O
O
型
は「
下
中
下」と
もい
うべ
きで
あろ
うか。
=一
十
才
台
男
子で
は

A
ル
戸
春)
ツル
ハ
鶴ゾ
で
・あっ
た。
旧
市
南
部にト
リ

ハ
烏)
が
ある。
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石
川郡か
ら
南は
ト
リ

ハ
烏ゾ
ハ
1シ

ハ
橋)
ア
1シ

ハ
足)
と
な
る。

河
北 、
羽
咋
両
郡の
越
中
寄り
に
ベシ
ハ
橋U
引シ
ハ
足)
は
ある
が
石
川

郡
以
南の
もの
と
ち
が
う。

七
尾
線を
北上、
河
北 、
羽
咋 、
鹿
島へ
移る
につ
れ 、
ア
メ
ハ
飴ゾ
ハ

シ
ガ
ハ
箸が)
ハ
1
シ
(
箸〉
ア
メ
ガ
ハ
雨が〉
ア
l
メ(
雨〉ア
ン
メ(
雨)

と
な
る。
鹿
島
郡か
ら
能
登
島へ
渡
る
と 、
ハ
シ
ハ
箸)
ア
メ
ハ
雨)
と
な

λV
0

・

-
羽
咋
郡か
ら
外
浦を
経て
鳳
至
郡
西
保
村
字
大
沢で
はア
メ

ハ
飴
雨〉
ハ

ナ
ハ
鼻
花)
ハ
シ
〈
橋
箸〉
が
聞か
れ 、
輪
島
町
字
海士
町で
は
能
登
島
と

似た
O
Oハ
肩
箸
松)、
0
0
ハ
秋
朝
雨〉
が
らる。

石
川
方
言のア
グ
セ
ゾ
ト
につ
い
て
は 、
すで
に
金
田一
春
彦
氏 、
平
山

輝
男
氏、

芳
賀
絞
氏
の
研
究
発
表
が
あ
る。

3
語
集

O
分
家。

シ
ョ

タ
イ
デ

加
賀(
石
川
か
ら
南
〉

ア
ジ
チ

能
美(
久
常

山
上
)

石
川f
林

旭
)

金
訳

河
北
ハ
八
回

中
佐保
J

羽
咋
(
河
合
谷

富
来

土
岡

熊
野

西
海

西
浦
)

鳳
至

ハ
程
島

浦
上

西
保

諸
問

鵜
川

字
出
洋
)

シ
げJ
タ
グ

手
取
上
流(
新
丸

鳥
越
)

河
北
〈
大
場

三
谷

〈
り
か

ら

内
灘

宇
ノ
気

高
松
〉

羽
咋(
河
合
谷

末
森

下
甘
悶

加

茂

高
浜
な
ど
)

七
尾

鹿
島
ハ
久
江

金
グ
崎

西
洋
な
ど
〉

鳳

至
f
剣
地

置
島

本
郷

三
井

兜

諸
問

総
川

諸
橋

大
尾

柳
岡

輪
島

海
士
〉

珠
洲
(
宝
立

松
波
)

シ

Y

ダ
グ

羽
咋(
柏
崎

末
森

mm

咋)
七
尾
〈

石
崎
)

鹿
島ハ
余
事

南
大
呑

越
路

御
瓶

高
階

笠
師
保
)

鳳
至ハ
神
野

三
波

町

野

字
出
津
)

珠
洲ハ
大
部
分
U

そ
の
他、
ョ
y
ナ
カ
(
牛
首)、

デ
ヱ
(
く
り
か
ら

) 、
ェ
y
キ
ョ

ハ
西
浦
〉、

デ
1
・ヘハ

来
島
〉 、

デ
ゾ

メ
ハ
中
ノ
烏〉 、
が
あ
る
。

O
親
類 。
ィッ
ヶ 、
ェ
〆
ジャ
は
省
く。

イ
ヲ
キ
ョ
。

江
沼
(
分
校
)

羽
咋(
熊
野
)

鳳
至
ハ
町
野

柳
国

南
志
見〉

イ
ヲ
ケ
シ
。

江
沼
ハ
相門
商

山
代

〈
西
島
)

鹿
島(
越
路

西
岸

南
郷)

鹿
島
(
悶
鶴
浜
)

能
登
島

オ
ヤ
コ
。

江
沼ハ
誼
屋
〉

小
松戸
日
末
)

能
美ハ
栗
生
)

島

牛
首

尾
口
)

羽
咋戸
西
海

稗
法

上
熊
野

島
ハ
来
島

中
ノ
島
〉

鳳
至
ハ
剣
地

置
島

兜)

ヤ
ウ
チ
。

羽
咋(
熊
野
)

七
尾

鹿
島
(
御
瓢

南
大
呑

高
階

悶
鶴

浜

金
ず
悼吋

熊
木

鈍
打

中
島

西
洋〉

能
登
島

鳳
至(
黒
島

|
鵠
築
の
外
減、

三
井

穴
水
)

イ
チ
モ
ゾ
。

鳳
至(
海
士
)

Oツ
プ
ラ。
幼
児を
入
れ
る
藁
製の
錯問。

イ
ズ
マ
ィ
、

イ
ズ
メ
、

イ
ズ
ミ
。

加
賀(
石
川
か
ら
南
〉

ツ
プ
ラ
。

加
賀(
金
沢

河
北
〉

能
登(
全
部
)

O
炊
事
場。
ナガ
シ
が
普通。
こ
れは
省く。

ミ

ン

ジ
ャ 、
メ
j

ジ
ャ
。

河
北(
浅

川

八
田

中
保
)

羽
咋
ハ
北
来

志
雄

高
浜

土
問
)

鹿
島
(
笠
師
保
r

熊
木

勉
釘

西
洋)

能

登
島ハ
来
島
)

鳳
至
珠

山開
。

手
取
上
流
ハ
桑

土
問
)

能
登
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， 

• 

手
取
上
流
の
桑
島
の
よ
う
に
「
水
槽」

を
い
う
と
こ
ろ
が
る
る。

牛
首
で

は
「
飲
用
の
川」

を
い
う 。

O
火
葬
場。

場
所
と
建
物
を
別
語
で
い
う

処
も
ら
る。

サ
ゾ
マ
イ

。

加
賀

羽
咋
ハ
堀
松

粟
ノ

保

熊
野

柏
崎

河
合
谷

加
茂

末
森

上
甘
悶

西
浦

北
来

高
浜

土

問

北
大
海

上

熊
野

初

咋
志
雄
)

鹿
島ハ久
江

金
グ
崎

余
喜
越
路

御
組

高
階

能
登
都)

鳳
至(
町
野
〉

珠
洲(
鮪
島

正
院

上
戸

直

飯
岡

若
山
d

・

サ
ン
メ
1
0

勝
美(
久
常
)

石
川(
林

サ
シ
マ
1
。

鹿
島ハ
回
路
浜
)

サ
Y
ミ
ャ

1
0

手
取
上
統パ
吉
野
谷
〉

ム
ジ
ョ
1
ド
。

江
沼

東
谷
口

分
校

西
谷
)

能
美ハ
莱
生

吉
田
)

石
川(
旭
)

金
摂ハ
米
丸
〉

河
北ハ
英
岡
)

鹿
島ハ
熊
木

中
島
)

鳳

至

鵠
巣

南
志
見
〉

石
}Ij 

館
矧
〉

石川方言

モ
ジ
ョ
ド
c

手
取
上
続
ハ
吉
野
谷U

洞
北ハ
八
回
〉

羽
咋ハ
河
合
谷

浦一
能
登
島(
西
烏
)

鹿
島ハ

川
〉

珠
洲(
松
波

西
海
)

モ
シ
ョ
ド
。

鳳
至(
町
野〉

ピ
ョ
1
シ
ョ
。

鳳
至(
門
前

諮
問

御
地
)

ベ
1
シ
ョ
。

羽
咋(
西
海

西
浦

富
来
)

鳳
至
ハ
黒
鳥
|

鵠
築
の
外
浦

穴
水

鵜
川
〉

ベ
デ
ン
ョ
。

鳳
至(
兜

諸
橋
)

ベ
シ
ョ
。

羽
咋(
西
哲
穏

来
世噌
穏
〉

ベ
シ
ョ

メ
。

羽
咋
ハ
稗
泣
)

鳳
至(
三
井

ハ
カ
バ

。

手
取
上
流ハ
尾
口
〉

本
郷
)

ノ
1
。

羽
咋
(
繭
浦

西
浦
)

ノ
1
パ
。

鹿
島
ハ
鈍
訂
)

ヤ
キ
パ
。

能
登
島
ハ
中
ノ
烏
〉

鳳
至パ
住
吉)

サ
Y
ガ
リ
。

能
登
島(
来
烏
)

シ
ョ
ー

レ
y
パ

。

鳳
至ハ
海
士
)

な
お
グ
ヲ
ソ
1
バ

系
だ
け
を
使
う
と
見
ら
れ
る
地
点
は

七
尾

鹿
島
ハ
西
洋

北
大
呑
〉

鳳
至(
柳
関
〉

珠
洲
ハ
小
木

資
立
ゾ

O
鏡
餅 u

神
仏
に
供
え
る
餅
に
オ
ソ
ナ
ェ
、

ォ
カ
ザ
リ
、

オ
カ
ガ
ミ
、

ミ

カ
ガ
ミ
、

ミ
カ
ゾ
サ
マ
、

ア
タ
タ
キ
が
あ
る。

ア
ダ
タ
キ
は
鹿
島
が
主
で
あ

る。

鹿
島ぺ
熊
木
)

鳳
至
ハ
河
原
田
)

南
大
呑

越
路

高
階

西

ア
タ
タ
キ
。

羽
咋
〈
志
雄
)

鹿
島
ハ
余
事

筒
浜

中
島
〉

鳳
至
ハ
三
井
〉

O
お
手
玉

。

オ
ジ
ャ
ミ
、

オ
ジ
ャ
メ

が
一

般
で
あ
る。

殊
に
加
賀
に
お
い

て
そ
う
で
あ
る。

オ
チ
ャ

ミ

手
取
上

流(
吉
野
谷
)

シ
メ
ダ
マ

、

シ
Y
ダ
マ

羽
咋ハ
寓
来
か
ら

北
)

鳳
至
ハ
諸
橋
|

字
出
津

の
内
浦
を

除
〈

)

珠
洲

小
木

西
海

副賞

立
)

タ
マ
コ

金
摂(
旧
市
北
部
〉

ダ
マ

羽
咋(
西
海
)

イ
シ
ダ
マ

羽
咋(
踊
浦
)

イ
γ
コ
ロ
ガ
シ

七
尾(
石
崎
)

エ
γ
コ
サ

鳳
至
ハ
住
吉口
)

ジ
ャ

レ
P
7

鹿
島
ハ
西
洋
U

崎
関
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イ
シ
ナ
プ

河
北ハ
津
幡

英
関
)

羽
咋
ハ
上

熊
野
か
ら

南
)

野
)

珠
洲
ハ
小

木
l

三

崎
の
内
浦
)

シ
ッ
チ
ョ

コ
、

シ
ッ
チ
ャ
コ
、

シ
ッ
チ
ャ
ク
。

羽
咋
(
河
合
谷

下
廿
m

北
落

志
雄
〉

鹿
島
(
久
江

余
喜

南
大
呑

能
援
部

金
γ
崎

越
路

御
組

問
鶴
浜
J

能
登
島(
来
島

巾
ノ
内局
)

ヒ
ヲ
チ
ャ
コ
、

ヒ
V
チ
ャ
コ
。

鹿
島(
越
路

高
階
)

カ
ヤ

シ
。

鳳
至

珠
洲

(

諸
橋
|

幼

鳥
の
内
浦
)

岡崎

至
ハ
神

そ
の
他
オ
シ
ャ

レ
ハ
鈎
打
)

シ
1
7
ハ
兜
〉
シ
1
ヤ
ハ
熊
木 、

中
烏
〉
7

y
ジ
キ
(
熊
野
〉
ガ
チ
(
海
士
〉

な
お
イ
シ
ナ
ゴ
は
河
北
な

ど
の
よ
う
に

「
お
は
じ
き」

を
指
す
処
も
あ
る
か
ら
確
実
で
は
な
い

。

。
ツ
ラ
ラ
。

タ
ル

キ 、

タ
ロ

4

加
賀
ハ

河
北
の
英
閃
か
ら

南
)

タ
ヌ
キ
、

タ
ノ
キ

江
沼
ハ

那
谷
、

能
美ハ
久
常
)

タ
ロ
シ
ポ
、

タ
ロ
キ
げJ
ポ

能
美(
山
上
〉

小
松(
感
)

タ
リ
キ
γ
ポ

羽
咋(
河
合
谷
)

タ
MJ
タ
ル
キ
、

タ
ン
タ
ロ
キ

河
北ぺ
英
図

宇
ノ
気

内
灘
か
ら

北
U

羽
咋(
土
田
か
ら
南
)

鹿
島
ハ
岡
鶴
浜
か
ら
南
)

タ
γ
タ
ラ
キ

羽
咋ハ
上
甘
悶
〉

シ
ヲ
タ
γ
タ
ラ
キ
、

ス
ス
Y
ダ
ν

能
登
島(
中
ノ
島

東
島
)

シ
dJ
ジ
ゾ

羽
咋(
繭
浦
J

ポ
ー
ダ
レ

羽
咋(
穏
浦
か
ら

北
)

鹿
島
パ
金
ず
崎
か
ら

北
J

ボ
1
ダ
ラ

、

ホ
1
F
ラ

鳳
至(
西
保

大
屋
)

ガ
レ
ザJ
ボ

羽
咋(
西
増
穂

熊
野

上
熊
野
)

タ
レ

シ
ョ
、

タ
リ
Y
コ

珠
洲

鳳
至

鳳
至ぺ
剣
地
)

. 

プ
1
リ
、

コ
1
リ

手
取
上
流

、
吉
野
谷

尾
口
)

ガ
ゾ
グ
リ
、

ヵ
ネ
コ
リ

石
川〔
河
内
)

鳳
至
(
神
野
)

そ
の
他
ガ
マ
ダ
レ
(
牛
首
) 、

モ
1
プ
ハ
海
士
〉
ア
マ
ボ
l

ハ
西
烏
)

が
あ

4
9
0

 

O
茸

ミ
ミ

羽
咋(
繭
浦

.

土
聞
か
ら

北
)

(
中
ノ
烏
)

鳳
至

珠
洲

コ
ケ

加
賀

羽
咋(
南
部
)

鹿
島
'

南
部
)

O
れれ
に
し
。

F
-一
シ
の
外 、

次
が
あ
る 。

ツ
プ

、

ッ
1

プ

石
川ハ
旭
)

能
美〈
栗
生

タ
ッ
プ

、

タ
ツ
ポ

江
沼
〈
勅
使

東
谷
口
)

タ
j

ツ
プ
、

タ
ツ
γ
ポ

江
沼(
山
代
〉

鳳
至
ハ
三
井〕

そ
の
他
ズ
プ
メ
ハ
牛
首
〉

ジ
ナ

、

ギ
ナ
〈
吉
野
谷
)

タ
ノ
シ
ハ
河
内
)

が

あ
る 。

江
沼
ハ
篠
原
)

の
ツ
プ
は
海
中
の
類
似
の
も
の
だ
と
い
う
。

O
め
だ
か

メ
メ
ザJ
ジ
ャ
コ
、

ミ
ミ
ゾ
ジ
ャ
コ

加
賀(
石
川
か
ら
南
〉

七
尾

鹿
島

(
余
事

熊
木

悶
鶴
浜
〉

珠
洲

飯
田

若
山
〉

メ
メ
シ
チ
ャ
コ
、

メ
メ
JJ
チ
ャ
ク

鹿
島(
高
階

熊
木

中・
烏
)

ミ
ゾ
ミ
ン
ジ
ャ
ク

能
美(
山
上
)

メ
メ
ジ
ャ
コ
、

ミ
ミ
ジ
ャ
コ

江
沼
(
勅
使

分
校

橋
立

大
雲
寺

片
山
津
)

金
摂

河
北(
大
場

森
本
)

鳳
至
ハ
紳
野
)

珠
洲ハ
三
時
)

メ
ジ
ャ
コ

河
北ハ
入

関
)

珠
洲
ハ
松
波
〉

メ
ン
メ
ン

羽
咋戸
西
精
穏
〉

メ
メ

γ
タ
イ

羽
咋(
西
浦
〉

鹿
島 、
長
川
か
ら

北
〉

能
登
島

小
松(
長
崎
〉

回



メ
Y
タ

イ・、

メ
グ
チ
ョ

鹿
島〈
鈍
打)

メ
ン
チ
ャ
ク

鹿
島(
中
島
)

メ
タ
Y
コ

鳳
至(
河
原
田
)

ザ
ヲ
コ
、

ジ
ャ
コ

能
美
ハ
川
北〉

珠
洲〈
脇
島
)

ヘ
ヤ
ノ
コ
、

へ
ヤ
γ
コ
、

ヒ
ヤ
γ
コ

石
川(
鶴
来

館
州

議
山
)

イ
サ
サ

河
北
(
花
関

く
り
か
ら

津
幡

英
国

宇
ノ

気

七
塚

内
灘
)

イ
v
サ
γ
サ

河
北(
中
依)

カ
ネ
タ
タ
キ

羽
咋(
北
港
)

カ
ネ
タ
タ

河
北(
高
松
〉

羽
咋「
北
大
海
)

カ
Y
タ
タ

羽
咋ハ
志
雄

土
問
〉

カ
γ
タ

羽
咋(
柏
崎

末
森
1

高
浜

土
田〉

鹿
島
ハ
余
事

御
机

久
江
)

カ
ゾ
タ
コ

羽
咋ハ
志
雄
)

カ
γ
タ
チ

鹿
島(
能
登
都
)

そ
の
他
カ
γ
チ
γ
ハ
能
登
都
ゾ
ガ
Y
チ
(
七
尾
)

カ
y
チ
ハ
越
前町
)
ガ
ゾ

チ
ョ

ハ
高
階
)

カ
シ
ヌ
シ
(
東
島
)

が
あ
る 。

石川方言

O
牛

パ
Y
コ
ハ
牛)

と
ベ
ツ
コ
(
牝)

円
熊
木
か
ら

北
〉

鳳
至

ポ
ツ
コ
ハ
牛)

と
パ
ッ
コ
ヘ
牝)

珠
洲

し
か
し
「
牛」

「
牡」

「
牝」

の
不
明
な
地

点
も
あ
る。

O
沢
山。
こ
こ
で
は
ヤ
モ
ド
だ
け
を
取
り
出
す。

ヤ
モ
ド

河
北ハ
英
岡

宇
ノ

気

内
鴫
)

羽
咋
ハ
河
島
谷

幼
時

羽
咋
Gm
来

上
熊
野
か
ら

北〉

鹿
島

雑

色
知

主
甘
岡

・加
茂

高
浜

縞
浦

西
浦
)

O
縛
る。
ニ
マ
ル

、

ネ
マ
ル
(
坐
る
)
オ
ツ
ク
パ
イ 、

オ
ツ
γ
パ
イ
ハ
正

坐
)

に
対
し
エ
γ
ツ
グ
パ
イ 、

チ
ョ

て
ぐス
ク
ハ
障
る
)

が
あ
る 。

チ
ョ
ヲ
パ
ズ
グ

羽
咋(
富
来
か
ら

北
)

鹿
島ハ
久
江

高
階

中
島
〉

鳳
至(
黒
鳥
i

鵠
巣
の
外
浦

= -
弁

穴
水

住
吉

神
野

柳
田
)

.

ぺ
諮
法
的
な
こ
と

志、

O
自
称 。

男
女
と
も
に
使
う
も
の
に
ウ
ラ
、

オ
ラ 、

ォ
レ
が
あ
る 。

ウ
ラ

加
賀戸
河
北
の
英
田

字
ノ

気
か
ら

南U

羽
咋(
河
合
谷
の
み
)

オ
ラ

洞
北ハ
英
国

字
ノ

気
か
ら

鴻
)

羽
咋
ハ
富
来

熊
野
か
ら
南
)

七
尾

鹿
島(
金
ず
崎
か
ら

南〉

オ
レ

羽
咋(
西
増
穂

西
海

液
晶噌
穏

四
浦

稗
鐙
〉

鹿
島
ハ
笠
保

師
か
ら

北
)

能
登
島

鳳
至

珠
洲

金
関
と
そ
の
周
辺
は
男
女
が
ワ
シ、
洞
北
ハ
七
塚
)

で
女子
が
ワ
シ、
手

取
上
流
(
牛
品自)
に
ギ
ラ
が
あ
る。
江
沼
ハ
西
谷)
に、一、、
E
ド
モ
が
あ
る

と
い
う。

O
い
い
え〈
ち
が
う〉 。

ナ
ゾ
モ

、

ナ
1
y
が一
般
で
あ
る
が 、

能
登
ハ
羽

咋
の
柏
崎、
志
雄
か
ら
北)
に
ナ
Y
モ
H
ベ
ツ
チ
ャ
ま
た
は
ベ
ヲ
チ
ャ
が

あ
る。
ペ
γ
チ
ャ
は
ピ
ザ
チ
ャ
と
も
な
る。
い
わ
ゆ
る「
能
登
の
ベ
ツ
チ
ャ
」

で
あ
る。

O
る
る
の
だ 。

ァ
ル
カ
ャ
、

ァ
ル
ガ
イ

ア
ル
ゲ
ー
と
使
わ
れ
る 。

し
か

し
江
沼
で
は
ア
ル
ン
ジ
ャ
、

ア
ル
ゾ
ニ
ャ
、

ア
ル
ン
ヤ
と
越
前
風
に
な
る。

0

・現制判叶
た。
石
川、
能
美、
小
松
は
コ
ナ
ン
ダ
で
な
く、
コ
ン
ダ
甲山、

あ
る。
従っ
て
ミ
〈F
ハ
見
な
かっ
たJ)
セ
ゾ
ダ(
し
な
か
っ
た)
で
あ
る。
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こ
の
形
式は
越
中に
も
ら
る。
-Fれ
だ
手
取上
流の
桑
島、
牛
首
は
と
も
にコ

ナ
シ
ダ
で
大
聖
寺や
金
沢
と
同
じ
で
小
松
や
松
任
と
ち
が
う。

O
行っ
て

明剖刊。
「
下
さい」
ま
た
は、
「
下
さい
ま
せ」
に
当
る
も

の
に
多
く
の
形
が
あ
る。

額

薄型
咋

余
事

中
島

石
崎

西
洋

住
吉

七
尾

グ
ダ
イ

波
グ
ダ
ゾ
セ

高
浜

グ
ダ
ゾ
シ

諮
問

グ
ダ
1

大
屋

輪
島

河
原
田

ク
ダ
シ

輪
島

町
野

鈎
島

グ
ダ
ツ
シ

黒
鳥

剣
地

三
井

グ
ダ
ヲ
チ

字
出
洋

グ
デ
1

勅
使

門
前

グ
デ
1

大
事
寺

南
郷

館
畑

グ
デ
γ
セ

勅
使

ク
ラ
V
セ

鳥
越

グ-
フ
ザ
シ

吉
野
谷

タ
タ
イ

宮
奥

額

内
灘

タ
タ
γ
セ

金
沢

八
回

笠
谷

北
大
海

末
森

ク
タ
y
シ

御
手
洗

一

木

花
関

〈
り
か
ら

ク
ト
y
シ

胃常
生

ク
テ
1

小
松

菜
生

グ
テ
ゾ
シ

川
北

笠
間

大
事
寺

山
上

常
勝

剣
地

笠
飾
保

中
島

上
戸

鵠
築

正
院

議
山金

沢

米
丸

事責

井
上

タ
イ

. 松

テ
1

吉
野
谷

寺
井
野

ク
サ
レ

北
葉

海
士

グ
サ
イ

英
関

北
葉

西
海ハ
羽
咋)

グ
サ
イ
セ

西
保

グ
サ
ン
セ

高
浜

北
斑

上
甘
回

最
川

グ
ザ
Y
シ
A

河
合
谷

北
大
梅

宮
来

西
浦

グ
サ
ン
チ
ェ

北
誕

末
森

柏
崎

志
雄

越
路
野

ク
サ
Y
チ

余
事

御
組

能
登
都

グ
ザ
サ
イ

東
谷
奥

串

三
谷戸
河
北)

グ
V
セ

一一
三
谷
ハ

江
沼〉

ガ
す
セ

大
杉
谷

82 

石
川

林

な
お
グ
ダ
サ
ル
マ
イ
コ
ハ
新
丸、

桑
島、

牛
首
)

ク
リ
ャ
ノ
(
線
上、

国

府〉
が
あ
る。
白
山
山
畿
に
は
か
な
り
タ
モ
レ
が
ゆめ
る
よ
う
で
あ
る。

O
そ
う

叶対日。
ソ
1
ヶ
ま
-r
はソ
1
キ
が
広
く
適
用
す
る。
し
か
し

珠
洲、
鳳
至
(
町
野、
柳
問、
字
出
律
な
ど)
はソ
1
キャ
と
な
る。

O
居
ら
れ
ま
す
か。
調
査の
出
来て
い
ない
項
目
で
あ
る
が、
オ
ラV
シ

ヤ
ル
ケ

オ
V
テ
ケ

オ
イ
デ
ル
ケ

オ
ル
マ
ヲ
シ
ャ
ル
ケ

イ
ラ
γ
シ
ャ

ル
ケ

イ
ラ
シ
テ
ケ

プ
ザ
ル
ケ

プ
ザ
ラ
ヲ
シ
ャ
ル
ケ
な
ど
は
地
威
と
の

・
関
連
が
少い
よ
う
で
あ
る。
し
か
し
オ
γ
ナ
ル
ケ
ハ江
沼)、
ォッ
チャ
カ

ハ
能
美、

小
松)、

ォ
ゾ
マ
γ
シ
ャ

ル
ケ
(
石
川
) 、

イ
ラ
ザ
ル
ケ
(
金
沢
と
そ

の
周
辺
)

イ
ラ
シ
ン
ス
ケ
ハ
奥
能
登
)
オ
ラ
サ
ル
ケ
ハ
輪
烏
、と
そ
の
周
辺
)

オ
ラ
ス
カ
ネ

(
珠

訓
)

な
ど
は

(

〉

内の
地
域
と

関
連
の
多い
もの
で
は

な
か
ろ
う

か。

O
さ
よ
なら。
奥
能
登に
オ
ヤ
ガ
ツ
テ
とい
う
あい
さ
つ
の
言
葉
が
あ
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る 。

相
手
を
見
送
る
時
に
使
う 。

「
お
静
か
に
」

の
気
持
で
あ
ろ
う
か 。

オ
ヤ
ガ
wr
テ
の
分
布 。
羽
咋・(蔽
浦 、
上
熊
野
土
問
か
ら

北〉
鹿
島
(熊

木か
ら

北)

能
登
島
鳳
至
珠
洲

方
言
の
区
画

-
加
賀と
能
登

加
賀
は
能
登
と
そ
の
境
界
に
お
い
て
次
の
対
立
を
す
る 。

ハ

サ

/
ハ

ゾ

ハ
稲

架
)

タ
ル
キ
/
タ
y
F
ル
キ
ハ
ツ
ラ
ラ
)

モ
Y
ダ
/
モ
イ
ダ
(
も
い
だ
)

ナ
ン
モ
/
ベ
ッ
チ
ヤ
(
い
い
え)

河
北
の
英
国 、

宇
ノ

気
と
羽
咋
の
末
森 、

柏
崎
の
聞
が
境
界
と
な
る 。

自
称

の
ウ
ラ
ハ抑
制H)
オ
ラ
ハ能
設)
を
主
に
す
れ
ば
河
合
谷
ハ
羽咋)
は
加
賀

に 、

高
松
(
河
北
)

な
ど
は
能
登
に
は
い
る 。

ア
ク
セ
y
ト

で
は
能
登
風
の

オ
ト
叶

ハ
父
)

が
海
岸
乏
七
塚
(
河
北
)

あ
た
り
ま
で
南
下
す
る
が、

大
海

川
が
そ
の
境
界
を
な
す
と
も
い
え
る ω

な
ぜ
な
ら
川
北
が
オ
ト
ト
、

川
南
が

オ
ト
叶

で
そ
の
区
別
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
か
ら 。

2
加
賀

ω
そ
の
=
分

金
沢
か
ら
北
と
石
川
か
ら
南
は
次
の
関
係
に
あ
る 。

ア
斗
/
叶1
シ
ハ
足)

ク
汁

/
ペ
1
ツ
(
靴)

チョ
1ハ
イ
/チョ
1
ワ
イ
(単
帰
り一)

ツ
プ
ラ
/
イ
ズ
メ

ハ
ツ
プ
ラ
)

タ
ニ
シ
ノ
ツ
プ
ハ
台
に
し
)

ア
ジチ
/ショ
タ
イデ
(
分自然)

ソ

ヤ
ケ

ド

/
ソ

ヤ
ケ

ン

ド

ハ
そ
う

だ
が
)

金
沢
と
石
川
の
ち
が
い
は
明
確
で
為
る 。

印南
加
賀

石
川、

能
美 、

小
松
と
江
沼
は
分
け
得
る 。

イ
カ
ゾ
ダ
/
イ
カ
ナ
υJ
F
ハ
行
か
な
か
っ

た
)

が
あ
る 。

ミ
Y
ダ
ハ
見
な
か
っ

bh
)

セ
ゾ
ダ
(
為
な
か
っ

た
)

は
金
沢
に
も

な
い

。

イ
カ
ン
ダ
、

セ
Y
ダ
は
石
川 、

能
襲 、

小
松
の
特
徴
で
あ
る 。

江
沼
が
チ
1
コ
(
女
の
子
)

を
使
う
だ
け
で
な
く

越
前
風
の
オ
Y
ナ
ル

ハ
居
ら
れ
る
)

イ
キ
ナ
ラ
ゾ
カ
ハ
行
か
れ
ま
せ
ん
か
)

イ
ク
Y
ニ
ヤ

ハ
行
く

の
だ
)

オ
γ
カ
ハ
母
)

な
ど
を
使
う 。

ミ
レ
ハ
見
よ
)

オ
キ
レ
ハ
起
き
よ
)

も
そ
の
特
徴
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か 。

小
松
と
能
美
は
一
っ
と
見
て
よ
い

。

石
川
と
能
美
は
あ
ま
り

差
が
な
い

。

強
い
て
い
え
ば
次
の
対
立
が
あ
る 。

オ
ゾ
マ
ッ
シ
ャ
ル
カ
/
オ
汐
チ
ャ
カ
ハ
居
ら
れ
る
か
)

ト
1
ト

/ツ
l
ツ

ハ
父)

カ
1
カ
/ヤ
1
ヤ
ハ
母)

手
取
上
流
と
仮
に
名
づ
け
た
地
被
は
新
丸 、

鳥
越 、

白
峰 、

尾
口
、

吉
野

谷
の
五
カ
村
で
あ
る 。

牛
首
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
含
み
か
な
り

差
も
あ
る
が
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. 

一
致
する
点
も
多い 。
セ
y
チャ
ハ
便
所)
チャ
ー
チャ(
父)ノ
1
ダ
ハ
飲

ん
だ)
ム
イ
ダ
ハ
もい
だ)
チ

ガ
ウ
ハ
違
う)
ア一フ
ウ〈
洗う)ヒ
ラ
ウ
ハ
拾

う〉
オマ
ウ
ハ
思
う)
な
ど
は
江
泊に
近い 。
イ
カ
シ
ダ(
行か
なかっ
た)

は
能
美や
石
川に、
カン
ダ
ハ
担い
だ)
は
能
登に
似て
い
る 。

附
北
加
賀

金
畑山は
河
北と
次の
よう
に
対
立
する 。

シ
グ
/シ
Y
(
死ぬ)

ア
ジ
チ
/シ
γ
タ
ク
ハ
八究
家)

イロ
リ

/イ
y
ナカ
ハい
ろ
の)

タ
ル
キ
/タ
シ
タ
ル
キ
ハツ
ラ
ラ)

し
か
し
この
対
立は
明
瞭で
は
な
い 。
強い
て
分け
れ
ば
洞
北で
イサ
サ

ハめ
だ
か)
を
使
うの
と 、
越
中お
よ
び
能
登
夙に
な
る
点で
あろ
う 。
な

お
森
本
な
ど
は
金
訳に
近い
よ
うで
あ
る 。

3
能
登

ωその
二
分

石川方言

能
受
島
と
海
士
は
別に
扱一
ぅ 。
ボツ
タ(
もい
だ〉 、
ボ1
ダ
ν(
27-フ)

ミ
ミ

ハ
茸)
デ
ν
プ
グ
ハふ
ぐ)
イ-フシ
Y
ス
ケ
ハ
居ら
れ
ま
すか)
オ
ヤ

ガ
玖テ(
さ
よ
な
ら)比
奥
能
登
に
あ
る 。
こ
れ
ら
は
羽
咋の
側で
は
福
浦 、

土
田
あ
た
りか
ら
は
じ
ま
る 。
と
こ
ろ
が
鹿
島の
側は
簡
単
勺
ない 。
か
り

に
ポヲ
タ
とポ
1
〆レ
を
考
える
と
金ガ
崎
あ
介
りか
ら
に
な
る 。
し
か
し

ハ
ザ
ハ
稿
架)
サ
γ
テ
ハ
提
げて)
チ
キ
ナ
イ
ハつ
らい)
パ
γ
コ
ハ
牛)

ダン
チ
(
女児)
オレ
ハ
自
称)
な
ど

奥
能
登
風の
もの
を
あ
わ
せ
考
える

な
ら 、
その
境
界
は
巾広
〈
な
り

不
便で
あ
る 。
そこ
で
仮に
福
浦 、
土
田 、

金ガ
崎を
奥
能
登の
南
端とし
口
能
登に
対立
さ
せ
る 。
羽
咋の
側は
こ
れ

で
よい
だ
ろ
う

が 、
鹿
島の
側は
更に
北と
な
る
可
能
性
が
ある 。
結
局
調

査が
充
分で
ない
か
ら
で
あ
る 。
し
か
し
この
解
決は
や
がて
内
浦を
よ
り

よ
く

説
明
する
鍵と
な
る
か
も
知れ
ない 。

仰口
能
登

口
能
登でハ
グ
門
稲
梨)
は
羽
咋の
側で
は
柏
崎'
上
熊
野 、
鹿
島の
側

で
は
余
喜金ガ
崎に
あ
る 。
サ
γ
デ
ハ
提
げて)
は
羽
咋の
側で
は
加
茂か

ら
北、
鹿
島の
側で
は
その
南
端の
余
喜か
ら
は
じ
ま
る 。
シ
ゾ
タ
ク
ハ
八究

家)
は
河
北 、
羽
咋 、
鹿
島、
鳳
至
(
中
部
以
西)
に
あるの
に 、
シげJ .タ

ク
ハ
分家)
は
鹿
島 、
鳳
至
ハ
珠
洲の
側の
東
部〉
珠
洲に
拡っ
て
い
る 。

同
様にシ
V
チョ
コ
ハお
手玉)
が
羽
咋
ハ
下
甘
田か
ら
南)
鹿
島
(金ガ

崎か
ら
南)
に
あ
るの
に、
イシ
ナゴ
(お
手玉)
が
羽
咋
ハ上
熊
野
か
ら

南〉
鹿
島
(
小
木
[一一一

崎の
J内
浦)
に
あ
る 。
調
査の
悪い
ため
で
あ
ろ
う

鳴U 。なお、
ア
タ
タ
キ
(
鏡
餅)
が
羽
咋
ハ
志
雄)
に
あ
る
が、
鹿
島
(
田
鶴

浜か
ら
南)
が
主
で
ある 。
カ
Y
タ
(め
だか)
は
鹿
島
(
久
江 、
御
祖 、

余
喜)
に
あ
る
が、
羽
咋
ハ土
田
|

末
森 、
カ
ネ
タ
タ
を
入
れ
る
と
更に
南

まで)
が
主
で
あ
る 。
ヤ
モ
ドハ

沢山)
は
河
北ハ
英
国か
ら
北)
羽
咋
ハ
上

熊野
か
ら
南)
に
あ
る
が
鹿
島に
は
ない
よ
うで
あ
る 。
なお 、
フ
ク
チ
ン

ハふ
ぐ)
は
鹿
島
ハ
田
鶴
浜
|

西
岸 、
西
島)

ガ
レ
シ
ポ
ハツ一フ
ラ)
は
羽

時
ハ
上
熊野)
l鳳

至
ハ
剣
地)
と
小
さい
範
囲で
中
間
地
帯を
埋め
て
い
85 



る 。
七
尾は
特
記の
必
要が
ない。

ω
奥
能
登

珠
洲と
鳳
至は
次の
対
立を
する。

モ
ル
/ボル
ハ
漏る)

/
Y
ダ
/ノ
1
〆
ハ
飲
ん
だ)

イ
1
タ
/ユ
1
タ
ハ一式っ
たυ

イ
γ
ケ
/
オ
ヤ
コ
、

ャ
ウ
チ
ハ
親
類)

クヮ
ソ
バ
/ぺ
1
ショ
ハ
火
葬場)

タ
レ
ンコ
/ボ1 Jダ
レ
ハツ
ラ
ラ)

珠
洲の
特
徴
はソ
1
キャ
ハ
そ
う守

すか
ね)
ノ
1
キヤハ
開
設の「
ね」〉

で
あ
る 。
ベ
ツ
チヤ
(い
い
え 、
ち
が
う)
/ベ
V
チャ
Yケ
ハい
い
え 、

ち
がい
ま
す)
も
あ
る 。
し
か
し
珠
洲の
内
部に
おい
て
は
余句
差が
な

い。
強い
て
区
別
する
な
ら 、
外
浦の
西
海
がポ
ルハ
漏る)
シ
メ
ダマハお

手玉)
ユ
1
タ
ハ云っ
た)
と
鳳
至
風にい
ろ
点で
あ
ろ
うか 。

鳳
至は
台し
か
に
複
雑で
は
あ
る
が 、
ら
る
程
度
処
理
出
来そ
うで
あ
る 。

例
外は
あ
る
が 、
鵜
川 、
三
井 、
鵠巣か
ら
西が
東と
次の
対
立を
す
あ 。

ペ
1
ショ
/モ
ジョ
ド 、
クヲ
ソ
パ

シ
y
タ
ク
/シ
Y
ダ
グ
ハ
分
家υ

ノ
ー
ダ
/ノ
y
ダ
ハ
飲
ん
だ)

し
か
し
こ
こ
で
い
う

東は
珠
洲
風にソ
1
キャ 、
ィ1
タ
を
あ
る
程
度
使
う 。

爾
志
見は
さ
ら
に
精
査
すべ
き勺
あろ
う 。

内
浦に
は
諸
橋
|

蛸
島
にカ
ヤシ
ハお
手玉)
が
ある 。
外
浦に
は
鵠
巣

|
富
来にユ
ル
リ 、
ユ
ル
イ
ハい
ろ
り)

が
ある。
門
前の
周辺
に
珍ら
し

〈チョ
1
ワ
イ
ハ里
帰
り)

が
ある 。
奥
能
登にチョ
1
ワ
イ
の
ない
の
が

普通
明、
あ
る。

輪
島の
努力
範
囲を
示
すもの
に
〆1
ナ
イ(差
支
え
ない)
ク
ダ
1門

下

さい一)
イ
グ
ダロ
ハ
行〈
だ
ろ
う)
オ
ラサ
ル
(
居ら
れ
るJ)
な
ど
ある
が

外
滞で
東は
鵠巣 、
西は
諸
問あた
りまで
も 、
か
な句
使
わ
れて
い
る
よ

うで
ある。
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4
複雑
な
能
登
島

能
登
島で
は
東
島
ハ一一{八
日
出ガ
島
野
崎
長
崎
臨ノ
目

崎
祖
母ガ
滞)
中ノ
島
ハ
向
田
曲・
別
所
佐
波)
西
島
(
南

闇 、
久
木
通
半ノ
浦
須
曾)
の一一一
村一

入
字を
調べ
台。

来
島 、
中ノ
島
と
西
島
と
は
次の
対
立
が
ある。

へ
す
チョ
コ
/オ
ジャ
メ
(お
手玉)

デ
ス ・ヌ
ク
/フ
ク
チ
γ
ハふ
ぐ)

ガ
Yペ
/ガ
γ
ハか
に)

ハ
グ
/ハ
ザ
(
稲
架)

東
部は
羽
咋 、
鹿
島 、
西
部は
鹿
島 、
鳳
至に
近い
点
が
ある。

東
島は
南
部の=
穴
|野

崎と
北
部の
長
崎
|祖

母ガ
浦と
次の
関
係に

ある 。カ
γ
タ
/
ス
ケ
γ
チ
ハ
メ
Y
コ
)

ス
γ
タ
y
タ
ル
キ
/
ポ
1
ダ
ν
ハ
ツ-
プ
ラ
)

プ
タ
/ポl
ヤ
ハプ
ト)

中ノ
島で
は
余り
差が
ない c
向
田 、
幽は
別
所 、
佐
波と
次の
対
立を

見る 。

無入
関ガ



ポ
ン
ダ
/ボ
イ
ダ
ハ
、もい
だ)

デ
シ
メ
/シ
シ
タ
グ
ハ
分
家〉

別
所は
更に
精
査
すべ
きで
あ
ろ
うか 。

西
島で
は
両
端を
な
す
南と
須
曾
が
中
部の
無
関
l

半ノ
浦とい
く
ら
か

ち
が
う。
中
部の
無
関
l

半ノ
浦で
はボ
1
ダ
レ
ハツ
ラ
ラ〉
ハ
ザハ
稲
架〉

で
あ
るの
に 、
南で
はアマ
ポ
1 、

ハ
グ 、
須
曾で
はカ
γ
タ
ラヶ 、
ハ
ゾ

で
あ
る。

能
登
島
は
と
に
か
く
複
雑で
あ
る。

5
特
殊
な
地
点

ω
牛
首
ハ
白
峰)

こ
こ
明、
牛
首
とい
うの
は
元の
牛
首 、
今の
白
峰
村
宗
白
峰の
こ
とで
あ

る。
白
峰
村と
字
白
峰を
区
別し
たい
-Tめ
で
あ
る。
石
川
方雪一回とし
て
は

目につ
く
もの
の一
つ
で
あ
る。

その
特徴
は
次の
よ
うで
あ
る。

ア
1
キャ
ハ
赤い)

ア
1

チ
ハ
鶏い)

ア
ヤ
シ
ハ
怪し
い)

ア
l

ナ
(
あ
ん
な)

イ
リ
メ
(
犬)

ズ
プ
メ
ハ
た
に
しυ

ギ
ラ
ハ
自
称〉

オ
トシ
タ
ハ
落し
た〉

石川方言

イ
l

チャ
ハい
たい)

ワ
1
リ

ハ
惑い)

カ
ナシ
ハ
悲し
い)

シャ
1

ナ
ハ
そ
ん
な)

ヘ
シ
メ
ハ
蛇υ

動
物にメ
がつ
く

イ
ネ
ハ
母)

カ
ウ
(
買
うυ

ア
す
チョ
ル
ハ
降っ
て
い
る)

デッ
チャ
ロ
ハ
出る
だ
ろ
う)

ノ
ム
ヤ
ハ
飲
むの
だ)

ヵ
レ
タ
ヤ
ハ
枯
れ
たの
だ)

ヨ
シ
タ
イ
ハ
あ
り

が
と
う)

ノ
イノ
ハ
さ
よ
なら)

語
表に
も
古
風仕
もの
が
多い 。
同
村の
桑
島、
越
前の
北
谷と
か
な
りの

差
異が
ある。
白
峰
方
言につ
い
て
は
吉
田三
郎
氏の
調
査
発
表
が
あ
る。

似
海士
ハ
輪
島)

輪
島
町
字
海士
町の
言
語は
同
町の
河
芥
町 、
鳳
至
町 、
輪
島崎と
共通

の
点
も
多い
が
次の
よ
う
た
点に
おい
て
相
違が
ある。

Oガ
行は
語
中に
お
い
て
も
鼻
音
と
なら
ない 。

例
コ

ガ
タ
y
ハ
小
刀)
シ

ガ
シ
ハ
東)

Oハ
行
が
複
合
語の
誇
中に
おい
て
多
くワ

行と
な
る
よ
うで
ある 。

例
プ
ワ
シ
(
御
飯)
ノ
ワ
ラ
ハ野
原)

Oア
クセ
γ
ト
に
おい
て 、
箸
松 、
秋雨は
すべ
て
qO
型に
なる。

O
語
棄に
か
な
りの
ち
がい
が
ある 。

例
イ
ゲ
ハ
魚の
骨)
フ
イ
キ
y
ハ
布
片)

マ
ツコ

(ひ
た
え)

O
音
使に
差が
あ
る 。

例
ト
1
ドル

ハ
飛
んで
い
る)

ヨ
ー
ドル

ハ
呼
んで
い
る)

O
活
用
に
ち
が
う
もの
が
ある 。

モ
1プ

(ツ
ラ
ラ)
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キロ
l

ハ
着
ょ
うゾ

ミロ
1

ハ
見ょ
う)

オ
テ
γ
(
落ち
ない)

キ
ν
ハ
茸周
よυ

ミ
レ
ハ
見よ)

オ
テ
ラ
γ
(
哲治

キラ
ン
ハ
渚
ない)

ミ-7
y
(
見ない)

オ
テ
ル
ハ
落
ち
る)

みり

な

い
)

オケ
ル
(
起
きる)

き
たい)

その
他ツ
カ
ウ
ハ
使う)
ワ
ラ
ウ
ハ
笑う)
や
対
称のナ
ド 、
ナ
ダ
ハワ

ド
モ
は
敬
語で
あ
る
とい
う)

が
あ
石 。
最
近 、
筑
前の
鐙
崎を
調
査し
た
が

輪
島の
他
学と
ち
が4
点
が
鐘
崎
方
言に
よ
く

似て
い
るこ
とを
知っ
た 。

Ø1J 
四

あ
と
が
き

オケ
ン
ハ
起
き
ない)
オケ
ラ
ゾ
(
起

こ
う
し
作
発
表は
白
峰 、
輪
島 、
能
登
島の
人
た
ちを
は
じ
め
数
多
くの

方々
の
厚
意
が
あっ
た
か
ら
で
あ
る。

ま
た
東
際
線
先
生 、
金
田一
春
彦
氏 、
柴
田
武氏か
ら
直接
或は
間
接に

教
えを
受
け
たこ
と
が
多い 。
わ
けて
も
金
田一
一帯
彦
氏は
何
か
え

御
世
話

下さっ
た 。
深く
感
謝
する。

昨年は
国
立
国
語研
究
所
が
石
川
方
言を、
今年は
九
学
会連
合
が
奥
能

登を
調
査さ
れて
い
る 。
その
他の
方んべ
か
ら
も
何
か
と
教
えを
い
台
だ
き

、
さ
ら
に
調
査を
つ
づ
け
資
料を
整一
に
し
て 、
補正
出
来
れ
ばと
思う 。

編
集の
方々
に
何
か
と
御
迷
惑を
か
け 、
申
訳
が
ない 。
深く
お
わ
び
す

マ令 。

\
ζ

れ
は
文
部
省
昭

和
二

十
七
年
皮
科
学
研

究
助
成

補
助
金
に
J

f
よ
る

調
進
研

究

の
「

都
で
あ
る
。
規
穏
に
ι
っ

て

附
記
す
る
こ

ll
金
沢
大
学

敬

授

||




